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高志・奥越

坂井

福井

丹南

嶺南

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらともいえない どちらかといえばそう思わない
そう思わない 無回答

問．エネルギー教育に関する次のことについて、どのように思われているか
　　　お答え下さい。（問１１（j））
　　エネルギー問題は地域的課題であると同時に地球的課題であり、学校でも社会でも家庭でも
　　学ぶ必要がある
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(2) 学校でのエネルギー・環境教育に対する認識
　ａ．エネルギー問題を学ぶ必要性


